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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 
 本研究では、(1)X線増感効果が期待できる重金属原子をがん細胞へ取り込ませるために、EPR効果を持

つと考えられている高分子薬剤を精密に設計・合成し、それを用いることで選択的に腫瘍部へ薬剤を集中

させ、(2)薬剤を含まない細胞には影響を及ぼさない程度の低線量のX線を重金属原子の高いX線吸収効率

により増感し、がん細胞内で選択的に活性酸素種を発生させる 二重の選択性 を用いることにより、QOL

の高いがん治療法を提供することを目指している。そのために、「高分子X線増感薬剤の創成」と「細胞

を用いたin vitro評価」の両面から精査する。 

 平成21年度は、申請者らが開発したリビングラジカル重合法を用い、種々の枝の種類、枝の長さを有す

る金属含有星形高分子の合成を検討した。特に、高分子薬剤に水溶性を付与するため、親水性モノマーで

あるメタクリル酸ポリエチレングリコール(PEGMA)を重合し、引き続いて星型高分子へ変換した。この星

型化の際に、単純にカップリング試薬を反応させるのではなく、一度嵩高さの小さいメタクリル酸メチル

をポリ(PEGMA)に少量ブロック共重合し、それからカップリング試薬、配位子モノマーを加えることで、

星型ポリマーを高収率で得ることに成功した。さらに、重合の際に星型ポリマーの核に取り込ませた金属

錯体触媒(ルテニウム)を抜き取り、より高い増感効果の期待できるRe、Pt等の重金属原子を星型ポリマー

の核に導入することにも成功した。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 
 
 
 


